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第95回 絵本の

戦争が町にやってくる

　ウクライナで2015年に発行された一冊の絵本が、
2022年６月３日、『戦争が町にやってくる』の邦題で
発売されました。ロシアがウクライナの首都キーウ
にミサイル攻撃をはじめた日から、およそ100日後
のことです。

　原題『Biйна, що 3мiнила  Pондо』は、
2014年に勃発した、ロシアのクリミア侵攻とウクラ
イナ東部の戦争をきっかけに、ウクライナの絵本作
家が「この国で何が起こっているのか」「戦争とは何
か」を子どもたちにわかりやすく伝えようと制作した
ものです。作者は、ロマナ・ロマニーシン氏とアンド
リー・レシヴ氏で、ウクライナ西部のリビウを拠点に
活動する夫婦作家です。日本語翻訳が発売された６月
３日現在もリビウで暮らし、攻撃があった際にはシェ
ルターに避難する生活を続けているといいます1）。
　これまで14の言語に翻訳され、国境を越えて「戦争
と平和」について提起してきた本作が日本にも届けら
れたのです。日本の出版社は、沖縄の安里有生さん作
詩『へいわってすてきだね』を絵本化したブロンズ新
社で、ロシアがウクライナに侵攻したことを受けて

「平和を考える絵本」として、海外児童書翻訳家の第
一人者である金原瑞人氏の訳で刊行されました。
　原書が刊行された2015年同年には、優れたグラ
フィックデザイン・ブックデザインの児童書に贈ら

れる「ボローニャ国際絵本原画展 ラガッツィ賞」を受
賞した、国際的評価を受けた芸術作品でもあります。

松居 直氏の長女を知っていますか？

　ウクライナへ侵攻を続けているロシアの絵本文化
は、その長い歴史上にわずか10年の黄金期を残すば
かりなのですが、その 10 年で創作された作品は、

「ロシア・アヴァンギャルド」と呼ばれる、同時代に
他国の絵本では類をみない自由奔放な表現の芸術な
のです 2）。
　アヴァンギャルドを知らなくても、ロシアといえ
ば、『おおきなかぶ』は誰しもになじみのある昔話で
しょう。もっとも普及している福音館版絵本は、編集
職人・松居 直氏に手がけられ、表現、画、リズム、構
成、体裁すべてが「絵本」の真骨頂を示すものです。
　日本において絵本の世界を開拓した松居 直氏を
父にもつのは、「わにわに」シリーズ（福音館書店）で
人気の絵本作家・小風さち氏です。さち少女と松居 
直親子に起きた不思議な縁は、スーパースター誕生
を招くのです。さち少女が小学生のとき図画工作の
先生が安野光雅氏で、図工の授業を参観した松居氏
が、後日小学校を訪問して安野氏をスカウトした逸
話を小風氏が披露しています 3）。
　また、お父様との忘れられない一冊を、父再話の

『だいくとおにろく』（福音館書店）とし、渾身の力で
読む声が怖かったけれど、わくわくしながら待ち構
えていた幼少期を振り返っています。そして、もう
ひとつ残っている幼少期の記憶に、福音館書店の寮
で暮らしていたとき、絵本を読んでくれた人たちの
さまざまな声が、お話の面白さと一緒にあると述べ
ています。言葉が肉声で子どもの心に入っていくか
ら、物書きになっていくのでしょうか、とご自身で
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分析されているのです 3）。「ずるずり ずるずり」。「わ
にわに」の軽妙な音が肉声で心に入ってきた子ども
が、次世代の絵本作家となるのでしょう。

親子で共作、はたまた夫妻で共作

　編集職人・松居 直氏が海外の横型絵本にならって、
横書き・横型絵本を初めて手がけた『とらっく とらっ
く とらっく』（福音館書店）の作者・渡辺茂男氏のご子
息も絵本作家になりました。日本でも人気となった『と
しょかんねずみ』シリーズを翻訳した渡辺鉄太氏です。

　鉄太氏は、大学の外国語学部で専任講師を始めた
頃から、創作だけでなく欧米の優れた児童文学や絵
本の翻訳を行う父・茂男氏の翻訳の下訳や、著作の
下調べなどを手伝い始めます 4）。そんなアシスタン
ト活動の中から、イギリスの児童文学『クマと仙人』

（のら書店）を茂男氏との共訳で出版に至ったのが
1991年のことです。そして、自身の作家活動を本格
化するのです。
　鉄太氏がテキストを書いた『もりのびょういん』

（福音館書店）は、妻で画家の加藤チャコ氏との共作
で、一家の暮らすメルボルンの広大な森が舞台です。

西村ご一家といえば…

　『ゆうびんやさんのホネホネさん』シリーズ（福音
館書店）の作者・にしむらあつこ氏は、絵本作家の
両親をもつため、生まれたときから当たり前のよう

に絵本の中で育ってきた絵本作家です。
　お父様は、『おふろやさん』『やこうれっしゃ』（共に
福音館書店）を初期の作品にもつ西村繁男氏です。そ
して、お母様はいまきみち氏で、『なぞなぞな～に』シ
リーズ（福音館書店）のように単独の創作活動も、『なぁ
んくくるん なぁんくくるん』（そうえん社）などテキス
トライターの作品に絵を描くこともある作家です。
　両親の制作現場で育った一人娘のにしむらあつこ
氏は、就職で服飾関係に進もうとするのですが、ど
こかちょっと違うことを感じ、親の職業に対する抵
抗感があったものの、やがて「自分には絵本しかな
い」と感じるようになったと言います。そして絵本
作家を目指すようになったとき、「家庭の中で育っ
た絵本的なものが自分の中から出てきてしまう感じ
を覚えた」とも明かしています5）。
　ともあれ、両親が絵本作家だからといって、受け継
がれた才能と環境だけで絵本作家になれるものでは
ありません。その裏の努力を強く感じたとき、今まで
読んできた作品がまったく新しい物語になるのです。

ルルちゃんが絵本作家に！

　『ねないこだれだ』（福音館書店）、『おばけのてん
ぷら』（ポプラ社）の作者は、せなけいこ氏だと大人
なら多くの人が答えられるでしょう。独特な貼り絵
のタッチはお話にあたたかみを増し、読む者に癒し
を与える作風が人気の一端です。それが、おばけの
お話であってもなのです。
　せなけいこ作品に登場する“ルルちゃん”のモデ
ルはご令嬢である、くろだかおる氏です。本人談で
は、生まれてから６歳まで「いやだいやだのルル
ちゃん」としてワガママ放題だったらしく、それが
そのまま「いやだいやだの絵本」シリーズになって
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いるのです。
　絵本の主人公にもなったルルちゃんは、自らも絵
本作家となるのです。『ゆうれいとなきむし』（ひか
りのくに）など「ゆうれい」シリーズのように、娘・
くろだかおる氏がテキストライターで、母・せなけ
いこ氏が絵を描く親子共作の絵本が複数あります。
せな氏との共作で創作活動をしてきたかおる氏は、
2020年に他の画家と絵本を制作しました。竹上妙氏
に絵をお願いした『おとうふ２ちょう』（ポプラ社）
ですが、お母様とのエピソードから生まれたお話
で、母娘の絆を感じます。
　せな氏の夫で、ルルちゃんの父親は、落語家の六代
目柳亭燕路（1991年没）です。ルルちゃんとして絵本に
描かれた幼少時代から絵本作家になった現在まで、
ちょっと変わった芸術家の家族の時間が流れていたこ
とをエッセイ「ルルとかおる」に書き付けています6）。
　せなけいこ作品の題材は、ルルちゃんのようにい
つも身近なものでした。デビュー作となった『にん
じん』は、ルルちゃんのお兄さんが小さい頃、ブ
ルーナ氏の「うさこちゃん」シリーズがお気に入り
だったことによるのです。当時、日本語訳はまだ４
冊しか刊行されていなかったため、せな氏はわが子
のために続きを作ってあげたのです。落語会ポス
ターの裏に紙を貼ってホッチキスで綴じた手作り絵
本に福音館書店の編集者が興味をもったことから、

『にんじん』に始まる「いやだいやだの絵本」（全４
冊）が刊行されたのです 7）。
　絵本の奥付上には、「おかあさんのつくった絵本」と
したキャッチコピーが記されています。母の愛です。

純と那生

　笑いを追求し、動物たちに人間の心をもたせて擬
人化する作風で、『おとうさんのえほん』や『おどり
ます』（ともに絵本館）などのユーモア絵本を描くの
は、高畠 純氏です。「絵本をつくる上で大切にして
いるのは、気持ちのリアリティ」と言い、「でも、リ
アルに描きすぎると押しつけがましくなる。だか
ら、動物の姿かたちを借りて描くことで、笑いに変
える」と、動物を擬人化する理由を述べています 8）。
　純氏のご子息は、2003年に『ぼく・わたし』（絵本
館）で絵本作家デビューした高畠那生氏です。1978
年生まれなのですが、父・純氏のデビュー作『だい
くのせいさん』（ポプラ社）は1978年10月発行ですの
で、那生氏の誕生年に絵本作家デビューをしたこと
になります。父・純氏のデビューは31歳の頃、息
子・那生氏はお父様よりも若く、25歳で絵本作家と
なったのです。
　純氏は、「作風が僕とは全然違う。それがいいなっ
て思っています。何も教えていないから、僕も気持ち
よく那生の作品を楽しませてもらってますよ」と温か
い眼差しで見られています8）。一方、那生氏が絵本を
作るにあたって決めたのは「父と似たような絵はやめ
とこうということ」「僕は僕なりの表現でやっていき
たいと思った」とインタビューで答えています9）。
　しかし、イラストは違っても笑いを追求するとこ
ろに血を感じてしまうのです。那生氏の育った高畠
家は、きっと笑いの絶えない家庭だったと思います。

詩人と漫画家がタッグを組むと

　絵本作家の親子たちをみてきましたが、もっとも
ビッグなのは、詩人・工藤直子氏と、漫画家・松本
大洋氏親子ではないでしょうか。
　『てつがくのライオン』『ともだちは海のにおい』

『ともだちは緑のにおい』（ともに理論社）、『のはら
うた』（童話屋）など数々の賞を受賞している工藤直

「いやだいやだの絵本」シリーズ　せなけいこ 作・絵
（福音館書店）

『にんじん』 『もじゃもじゃ』『いやだいやだ』『ねないこだれだ』
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子氏は子どもにも理解できる、それでいてしなやか
な言葉を紡ぐ詩人で、童話作家です。
　そんな偉大な詩人のことを「なおさん」と呼ぶの
は、一人息子の松本大洋氏です。片や詩人、片や漫画
家なのですが、2001年にはじめて親子共作で詩集絵
本を出版したのです。工藤直子 詩、松本大洋 絵『こ
どものころにみた空は』（理論社）。「編集他みんなと
一緒にこの詩画集をつくっているあいだじゅう、私
は、気のあったこども同士、野山で遊んでいる気分
でした」とコメントしているのは母のほうです10）。こ
の子どもの感性を持ち続けているからこそ、大人と
子どもの心に響くことばを紡げるのだと思います。

　この作家親子は2017年、実に16年ぶりに共作絵本
『「いる」じゃん』を刊行しました。一流の詩人と一流
の漫画家が描いた作品は、実に神々しく、ことばと
絵が絡み合って読む者の魂が揺さぶられるのです。

絵本の力

　父と子がともに優れた能力を持っていることを
「父子鷹（おやこだか）」と比喩することがあります。
勝 海舟の父・勝 小吉を主人公にした子母沢寛著『父
子鷹』に由来するもので、プロスポーツ界でよく耳に
します。
　渡辺茂男家と高畠家は伝統的な「父子鷹」ですが、
現代ではともに有能な親と子といっても、父と子の
関係に限りませんので「親子鷹」と書くようになり
ました。
　工藤直子＆松本大洋親子は「母子鷹」ですし、親子で
共作をするせなけいこ氏らは「母娘鷹」でしょう。松居 
直家と西村繁男家は、「父娘鷹」になります。そうする

と、やはり「親子鷹」の文字がしっくりと合います。文
字・表記も社会に応じて変わっていくものなのです。
　ことばと絵が表現手段であり、ことばと絵にさま
ざまな体験、感情、感性を交えてメッセージを発信
する絵本というメディアは、どれだけデジタル化が
進んでもなくなることのない紙媒体であると信じて
います。
　それを生み出すのは、ことばのセンスに秀でたテ
キストライターと、表現力・色彩センスに秀でたイ
ラストレーターに他なりません。人間が創作した絵
本を読んだ人間が、癒されたり、生きる力をもらっ
たり、考え方を変えたり、幸せになったりと、作家
の知らない次元で新しい物語が紡がれるのですか
ら、まったく不思議なものです。
　私たちは、絵本作家に幸せをいただいているので
す。同じ時代に、同じ地球上で生きている仲間とし
て、ウクライナの絵本作家夫妻と、ウクライナの
人々に幸せを届けたい、切なる願いです。

『「いる」じゃん』
くどうなおこ 作
松本大洋 絵

（スイッチパブリッシング）
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